
(57)【要約】

【課題】　先端側ワイヤ部材を柔軟な金属線材で形成し

、基端側ワイヤ部材をトルク伝達性に優れた金属線材で

形成し、両部材をパイプ状接続部材を介して接続した構

成のガイドワイヤにおいて、パイプ状接続部材の寸法を

短く設定しながら強い引張り強度が得られるようにする

。

【解決手段】　形態順応性の良好な金属線材で形成した

先端側ワイヤ部材１１と、トルク伝達性に優れた金属線

材で形成した基端側ワイヤ部材１２とを、パイプ状接続

部材１５に両側から押し込み、先端側ワイヤ部材１１の

基端部１１ａおよび基端側ワイヤ部材１２の先端部１２

ａの各外周面とパイプ状接続部材１５との間の隙間（第

２の隙間１６）と、先端側ワイヤ部材１１と基端側ワイ

ヤ部材１２の各接続端面１１ｂ，１２ｂの間の隙間（第

１の隙間１４）とに、パイプ状接続部材１５への集中的

な加熱によりロウ材１３を充填する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
形 態 順 応 性 の 良 好 な 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 、 先 端 部 が 上 記 先 端 側 ワ
イ ヤ 部 材 の 基 端 部 と ほ ぼ 同 径 で ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 基 端 側 ワ イ
ヤ 部 材 と を 有 し 、 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と が 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部
材 の 基 端 部 端 面 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部 端 面 と を 接 続 端 面 と し て 端 面 同 士 対 向 す
る 配 置 で 接 続 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ で あ っ て 、
　 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と の 接 続 端 面 間 に ロ ウ 材 が 浸 入 可 能 な 第
１ の 隙 間 が 設 け ら れ る と と も に 、 同 第 １ の 隙 間 を 覆 い 且 つ 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部
お よ び 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部 の 各 外 周 面 を 覆 う パ イ プ 状 接 続 部 材 が 同 各 外 周 面 と
の 間 に ロ ウ 材 が 浸 入 可 能 な 第 ２ の 隙 間 を あ け て 配 設 さ れ 、 上 記 第 １ の 隙 間 お よ び 上 記 第 ２
の 隙 間 に 上 記 ロ ウ 材 が 充 填 さ れ て 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材
の 先 端 部 と が 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 上 記 各 接 続 端 面 が 、 同 先 端 側 ワ イ ヤ
部 材 お よ び 同 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し た 傾 斜 面 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 が Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 も し く は Ｃ ｕ 系 形 状 記 憶 合 金 か
ら な り 、 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 が ス テ ン レ ス 鋼 ま た は ピ ア ノ 線 か ら な り 、 上 記 パ イ プ 状 接
続 部 材 が ス テ ン レ ス 鋼 、 Ｔ ｉ ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金
、 マ グ ネ シ ウ ム ま た は マ グ ネ シ ウ ム 系 合 金 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 、 Ｃ ｕ 系 合 金 も し く は Ｎ ｉ 系
合 金 の 中 の い ず れ か 一 つ の 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ が １ ～ ５ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ガ イ ド ワ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ に 関 し 、 特 に 血 管 の よ う な 体 腔 内 に カ テ － テ ル を 導 入 す る 際 に
用 い ら れ る ガ イ ド ワ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 経 皮 的 冠 状 動 脈 血 管 形 成 術 の よ う な 、 外 科 的 手 術 が 困 難 な 部 位 の 治 療 、 ま た は 人
体 へ の 低 侵 襲 を 目 的 と し た 治 療 や 、 心 臓 血 管 造 影 な ど の 検 査 に は カ テ － テ ル が 用 い ら れ 、
そ の カ テ ー テ ル を 誘 導 す る の に ガ イ ド ワ イ ヤ が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 そ の ガ イ ド ワ イ ヤ に
は 、 例 え ば カ テ ー テ ル を 血 管 に 挿 入 す る 場 合 に 、 血 管 は 複 雑 に 湾 曲 し て い る た め 、 適 度 の
可 撓 性 、 基 端 部 側 で の 操 作 を 先 端 部 に 伝 達 す る た め の 押 し 込 み 性 お よ び ト ル ク 伝 達 性 （ こ
れ ら を 総 称 し て 「 操 作 性 」 と い う ） 、 さ ら に は 耐 キ ン ク 性 （ 耐 折 れ 曲 が り 性 ） な ど が 要 求
さ れ る 。 そ の た め 、 こ れ ら の 特 性 の う ち 、 適 度 の 可 撓 性 を 得 る た め の 構 造 と し て 、 ガ イ ド
ワ イ ヤ の 細 い 先 端 芯 材 の 回 り に 柔 軟 性 を 有 す る 金 属 コ イ ル を 備 え た も の や 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
の 芯 材 に Ｎ ｉ － Ｔ ｉ な ど の 超 弾 性 線 を 用 い た も の が 従 来 提 案 さ れ て い る が 、 こ れ ら 従 来 の
ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 芯 材 が 実 質 的 に 一 種 類 の 材 料 か ら 構 成 さ れ る も の で 、 通 常 は ガ イ ド ワ イ
ヤ の 操 作 性 を 高 め る た め に 比 較 的 剛 性 の 高 い 材 料 が 用 い ら れ 、 そ の 結 果 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の
先 端 部 の 柔 軟 性 が 失 わ れ る 。 ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 部 の 柔 軟 性 を 得 る た め に 、 比 較 的
剛 性 の 低 い 材 料 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る が 、 そ う す る と 、 操 作 性 が 悪 く な る 。 こ の よ う
に 、 従 来 の ガ イ ド ワ イ ヤ で は 、 必 要 と さ れ る 可 撓 性 お よ び 操 作 性 を 一 種 類 の 材 料 で 満 た す
こ と は 困 難 で あ る 。 そ こ で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 先 端 側 （ 挿 入 部 側 ） と 基
端 側 （ 操 作 部 側 ） と を そ れ ぞ れ 異 な る 材 料 か ら 形 成 し 、 形 態 順 応 性 の 良 好 な 金 属 線 材 か ら
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形 成 さ れ た 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 、 ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 基 端 側 ワ
イ ヤ 部 材 と を 接 合 し て 一 本 の ガ イ ド ワ イ ヤ と す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ に 示 す 従 来 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ は 、 材 料 の 異 な る 第 １ ワ イ ヤ ２ （ 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ）
と 第 ２ ワ イ ヤ ３ （ 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ） と か ら な り 、 第 １ ワ イ ヤ ２ の 細 径 部 ４ に 形 成 さ れ た
第 １ 切 り 欠 部 ５ と 第 ２ ワ イ ヤ ３ の 細 径 部 ６ に 形 成 さ れ た 第 ２ 切 り 欠 部 ７ と が 互 い に 重 な り
合 っ た 状 態 に 配 置 さ れ 、 こ の 重 な り 合 っ た 部 分 の 外 周 面 が 筒 状 部 材 ８ （ パ イ プ 状 接 続 部 材
） で 覆 わ れ 、 第 １ ワ イ ヤ ２ の 細 径 部 ４ お よ び 第 ２ ワ イ ヤ ３ の 細 径 部 ６ の 各 外 周 面 と 筒 状 部
材 ８ の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 に 固 定 材 料 （ ロ ウ 材 ） ９ が 充 填 さ れ て 第 １ ワ イ ヤ ２ と 第 ２ ワ イ
ヤ ３ と が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ６ ３ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ５ に 示 す ガ イ ド ワ イ ヤ の よ う に 、 先 端 側 （ 挿 入 部 側 ） と 基 端 側 （ 操 作 部 側 ） と を そ れ
ぞ れ 異 な る 材 料 か ら 形 成 し 、 形 態 順 応 性 の 良 好 な 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 先 端 側 ワ イ ヤ 部
材 と 、 ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と を 接 続 し て 一 本
の ガ イ ド ワ イ ヤ と す る と 、 必 要 と さ れ る 可 撓 性 を 有 す る と と も に 操 作 性 に 優 れ た ガ イ ド ワ
イ ヤ を 得 る こ と が 可 能 と な る 。 し か し 、 こ の よ う に ガ イ ド ワ イ ヤ を 二 種 類 の 部 材 を 接 続 し
た 構 成 と す る 場 合 に 、 従 来 の 、 例 え ば 図 ５ に 示 す ガ イ ド ワ イ ヤ １ で は 、 第 １ ワ イ ヤ ２ と 第
２ ワ イ ヤ ３ と が 、 接 続 部 の 外 周 側 に 配 置 さ れ た 筒 状 部 材 ８ の 内 周 面 と 第 １ ワ イ ヤ ２ お よ び
第 ２ ワ イ ヤ ３ の 各 外 周 面 と の 間 の 隙 間 に 充 填 さ れ た 固 定 材 料 （ ロ ウ 材 ） ９ だ け で 接 合 さ れ
る 構 成 で あ る た め 、 筒 状 部 材 ８ の 長 さ が 短 い と 、 引 張 り 強 度 が 不 足 す る 。 そ の た め 、 所 定
の 引 張 り 強 度 を 得 る た め に 筒 状 部 材 ８ の 長 さ を 長 く 設 定 す る 必 要 が あ る が 、 筒 状 部 材 ８ の
長 さ を 長 く す る と 、 固 定 材 料 （ ロ ウ 材 ） ９ を 隙 間 に 充 填 す る 際 の 加 熱 時 間 が 長 く な り 、 そ
の 結 果 、 筒 状 部 材 ８ の 両 側 で 第 １ ワ イ ヤ ２ お よ び 第 ２ ワ イ ヤ ３ が 加 熱 の 影 響 を 受 け て そ の
金 属 特 性 が 変 化 し て し ま い 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 可 撓 性 お よ び 操 作 性 が 損 な わ れ て し ま う 恐 れ
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 問 題 点 を 解 消 す る も の で 、 先 端 部 側 ワ イ ヤ 部 材 を
柔 軟 な 金 属 線 材 で 形 成 し 、 基 端 部 側 ワ イ ヤ 部 材 を ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 金 属 線 材 で 形 成 し
、 両 部 材 を パ イ プ 状 接 続 部 材 を 介 し て 接 続 し た 構 成 の ガ イ ド ワ イ ヤ に お い て 、 パ イ プ 状 接
続 部 材 の 寸 法 を 短 く 設 定 し な が ら 強 い 引 張 り 強 度 が 得 ら れ る よ う に す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 形 態 順 応 性 の 良 好 な 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 、 先 端 部 が
上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部 と ほ ぼ 同 径 で ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ
た 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と を 有 し 、 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と が 上 記 先
端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部 端 面 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部 端 面 と を 接 続 端 面 と し て 端
面 同 士 対 向 す る 配 置 で 接 続 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ に お い て 、 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 上 記 基
端 側 ワ イ ヤ 部 材 と の 接 続 端 面 間 に ロ ウ 材 が 浸 入 可 能 な 第 １ の 隙 間 を 設 け る と と も に 、 同 第
１ の 隙 間 を 覆 い 且 つ 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部 お よ び 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部
の 各 外 周 面 を 覆 う パ イ プ 状 接 続 部 材 を 同 各 外 周 面 と の 間 に ロ ウ 材 が 浸 入 可 能 な 第 ２ の 隙 間
を あ け て 配 設 し 、 上 記 第 １ の 隙 間 お よ び 上 記 第 ２ の 隙 間 に 上 記 ロ ウ 材 を 充 填 し て 上 記 先 端
側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部 と 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部 と を 接 合 す る こ と を 課 題 解 決 の 手
段 と し 、 こ れ に よ り 上 記 目 的 を 達 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 こ の よ う に 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と を 、 そ れ ら の 接 続 端 面 間 に ロ ウ 材
が 浸 入 可 能 な 第 １ の 隙 間 を あ け て 対 向 配 置 す る と と も に 、 同 第 １ の 隙 間 を 覆 い 且 つ 先 端 側
ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部 の 各 外 周 面 を 覆 う パ イ プ 状 接 続 部 材
を 同 各 外 周 面 と の 間 に ロ ウ 材 が 浸 入 可 能 な 第 ２ の 隙 間 を あ け て 配 設 し 、 第 １ の 隙 間 お よ び
第 ２ の 隙 間 に ロ ウ 材 を 充 填 し て 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と を 接 合 す る よ う に
し た の で 、 ロ ウ 材 が 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 各 外 周 面 と パ イ プ 状 接
続 部 材 の 内 周 面 と の 間 の 間 隙 （ 第 ２ の 隙 間 ） だ け に と ど ま ら ず 、 対 向 配 置 さ れ た 先 端 側 ワ
イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 接 続 端 面 間 の 間 隙 （ 第 １ の 隙 間 ） に も 充 填 さ れ て 、 先
端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 が 端 面 間 同 士 お よ び パ イ プ 状 接 続 部 材 の 内 面 と の
間 で ロ ウ 材 で 接 合 さ れ 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 内 の 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材
の 全 面 が 接 合 部 と な る の で 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 を 短 く 設 定 し な が ら 接 合 部 の 引 張 り 強 さ の
強 い ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ が 短 く て も 強 い 引 張 り 強 さ が 得 ら れ る こ と か ら 、 パ イ
プ 状 接 続 部 材 の 長 さ を 短 く し て ロ ウ 材 充 填 の た め の 加 熱 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 ロ ウ
材 充 填 時 に お け る 加 熱 に よ り パ イ プ 状 接 続 部 材 の 両 側 の 金 属 線 （ 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び
基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ） の 特 性 が 変 化 す る の を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 パ イ プ 状
接 続 部 材 の 長 さ を 短 く す る こ と に よ り 、 ロ ウ 材 は 極 め て 短 い 時 間 で 、 す な わ ち ロ ウ 材 が 溶
解 し た 瞬 間 に 、 第 ２ の 隙 間 お よ び 第 １ の 隙 間 に む ら な く 流 入 し て こ れ ら 両 隙 間 を ロ ウ 材 が
充 填 す る 現 象 が 発 生 す る の で 、 ロ ウ 材 を 両 隙 間 へ 充 填 す る た め の 加 熱 時 間 を 短 縮 す る こ と
が で き 、 そ の 結 果 、 ロ ウ 材 充 填 時 の 加 熱 に よ っ て パ イ プ 状 接 続 部 材 の 両 側 の 金 属 線 の 特 性
が 変 化 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る の で あ る 。 ま た 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ を 短 く す
る こ と で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 血 管 な ど の 湾 曲 部 で の 変 形 追 従 性 が 良 好 と な り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 例 え ば 、 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ
部 材 の 上 記 各 接 続 端 面 を 、 同 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 同 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 軸 線 に 対 し て
傾 斜 し た 傾 斜 面 に 形 成 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 各 接 合 端 面 を 、 同 先 端 側 ワ イ
ヤ 部 材 お よ び 同 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し た 傾 斜 面 に 形 成 す る こ と に よ り 、
先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 各 接 合 端 面 の 面 積 を 増 大 さ せ る こ と が で き 、
ガ イ ド ワ イ ヤ の 引 張 り 強 さ を 増 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 例 え ば 、 上 記 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 を Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 ま た は Ｔ
ｉ 系 合 金 も し く は Ｃ ｕ 系 形 状 記 憶 合 金 の い ず れ か で 形 成 し 、 上 記 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 を ス テ
ン レ ス 鋼 ま た は ピ ア ノ 線 の い ず れ か で 形 成 し 、 上 記 パ イ プ 状 接 続 部 材 を ス テ ン レ ス 鋼 、 Ｔ
ｉ ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 、 マ グ ネ シ ウ ム ま た は マ グ
ネ シ ウ ム 系 合 金 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 、 Ｃ ｕ 系 合 金 （ 真 鍮 や 洋 白 な ど ） も し く は Ｎ ｉ 系 合 金 ｛
例 え ば Ｎ ｉ － Ｃ ｕ 系 合 金 （ 「 モ ネ ル 」 （ 登 録 商 標 ） な ど ） ｝ の 中 の い ず れ か 一 つ の 材 料 で
形 成 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 も し く は Ｃ ｕ 系 形 状 記 憶 合 金 は い ず れ も 形 態 順 応 性 が
良 好 な 素 材 で あ る の で 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 金 属 線 材 と し て 適 し て お り 、 ま た 、 ス テ ン レ
ス 鋼 ま た は ピ ア ノ 線 は い ず れ も ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 素 材 で あ る の で 、 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材
の 金 属 線 材 と し て 適 し て お り 、 こ れ ら を 接 合 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 お よ び 操 作 性 の い ず
れ に も 優 れ た ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 Ｔ ｉ ま た は Ｔ ｉ 系
合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 、 マ グ ネ シ ウ ム ま た は マ グ ネ シ ウ ム 系 合 金
、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 、 Ｃ ｕ 系 合 金 も し く は Ｎ ｉ 系 合 金 は 、 い ず れ も ロ ウ 材 と の 接 着 性 が 良 好
で 且 つ 程 好 い 弾 性 お よ び 引 張 り 強 度 を 備 え て い る の で 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 を 構 成 す る 材 料
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と し て 好 適 で 、 こ れ ら の 中 の い ず れ か 一 つ の 材 料 を 選 択 す る こ と に よ り 、 接 合 部 の 引 張 り
強 度 が 向 上 す る と と も に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ を １ ～ ５ ｍ ｍ に 設 定 す る の が
よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ を １ ～ ５ ｍ ｍ に 設 定 す る こ と に よ り 、 後 述 す る よ う
に 、 引 張 り 強 度 お よ び 操 作 性 の 点 で 最 良 の ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ロ ウ 材 が 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 各 外 周 面 と パ
イ プ 状 接 続 部 材 の 内 周 面 と の 間 の 間 隙 （ 第 ２ の 隙 間 ） だ け に と ど ま ら ず 、 対 向 配 置 さ れ た
先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 接 続 端 面 間 の 間 隙 （ 第 １ の 隙 間 ） に も 充 填 さ
れ て 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 内 の 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 全 面 が 接 合 部 と
な る の で 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 を 短 く 設 定 し な が ら 接 合 部 の 引 張 り 強 さ の 強 い ガ イ ド ワ イ ヤ
を 得 る よ う に で き る 。 特 に 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 各 接 合 端 面 を 、
同 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し た 傾 斜 面 に 形 成 す る と
き 、 こ の 効 果 は 一 層 顕 著 な も の と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 パ イ プ 状 接 合 部 材 の 長 さ が 短 く て も 強 い 引 張 り 強 さ が 得 ら れ る こ と か ら 、 パ イ プ
状 接 続 部 材 の 長 さ を 短 く し て ロ ウ 材 充 填 の た め の 加 熱 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、 ロ ウ 材
充 填 時 に お け る 加 熱 に よ り パ イ プ 状 接 続 部 材 の 両 側 の 金 属 線 （ 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 お よ び 基
端 側 ワ イ ヤ 部 材 ） の 特 性 が 変 化 す る の を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ を 短 く す る こ と で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 血 管 な ど の 湾 曲 部 で
の 変 形 追 従 性 が 良 好 と な り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 形 態 順 応 性 が 良 好 な 素 材 で あ る Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 も し く は Ｃ ｕ
系 形 状 記 憶 合 金 か ら 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 を 形 成 し 、 ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 素 材 で あ る ス テ ン
レ ス 鋼 ま た は ピ ア ノ 線 か ら 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 を 形 成 し 、 ロ ウ 材 と の 接 着 性 が 良 好 で 且 つ 程
好 い 弾 性 お よ び 引 張 り 強 度 を 備 え た 素 材 で あ る ス テ ン レ ス 鋼 、 Ｔ ｉ ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 、 ア
ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 、 マ グ ネ シ ウ ム ま た は マ グ ネ シ ウ ム 系 合 金 、 Ｎ ｉ －
Ｔ ｉ 合 金 、 Ｃ ｕ 系 合 金 も し く は Ｎ ｉ 系 合 金 の い ず れ 一 つ か ら パ イ プ 状 接 続 部 材 を 形 成 す る
こ と に よ り 、 可 撓 性 お よ び 操 作 性 の い ず れ に も 優 れ る と と も に 、 パ イ プ 状 接 合 部 材 の 寸 法
を 短 く 設 定 し な が ら 強 い 引 張 り 強 度 を 有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 の 長 さ を １ ～ ５ ｍ ｍ に 設 定 し た こ と に よ り 、 引 張 り 強 度 お よ び
操 作 性 に お い て 最 良 の 性 能 を 備 え た ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 側 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ 部 拡 大 断 面 図 、 図 ３ は ガ
イ ド ワ イ ヤ の 製 作 に お け る 接 続 工 程 の 一 例 を 示 す 模 式 図 （ ａ ） ， （ ｂ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 、 ２ に お い て 、 符 号 １ ０ は こ の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ を 示 し て い る 。 こ
の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ は 、 形 態 順 応 性 の 良 好 な 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １
１ と 、 先 端 部 １ ２ ａ が 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ と ほ ぼ 同 径 で ト ル ク 伝 達 性 に
優 れ た 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ と を 有 し 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ と
基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ と が 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ の 端 面 を 接 続 端 面 １ １
ｂ と し 、 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ の 端 面 を 接 続 端 面 １ ２ ｂ と し て 、 接 続 端 面
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１ １ ｂ ， １ ２ ｂ 同 士 対 向 す る 配 置 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ は 、 各 接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ が 、 先
端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 軸 線 に 対 し 同 方 向 に 傾 斜 し た 傾 斜 面 と
さ れ て い る 。 そ し て 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ は 、 傾 斜 面 と さ れ た
接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 間 に ロ ウ 材 １ ３ が 浸 入 可 能 な 第 １ の 隙 間 １ ４ を あ け て 対 向 配 置
さ れ 、 こ の 第 １ の 隙 間 １ ４ を 覆 い 、 且 つ 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ お よ び 基 端
側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ の 各 外 周 面 を 覆 う パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ が 、 同 各 外 周 面
と の 間 に ロ ウ 材 １ ３ が 浸 入 可 能 な 第 ２ の 隙 間 １ ６ を あ け て 配 設 さ れ て 、 こ れ ら 第 １ の 隙 間
１ ４ と 第 ２ の 隙 間 １ ６ に ロ ウ 材 １ ３ が 充 填 さ れ て 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ と
基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ と が 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 材 料 と し て は 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 も し く は Ｃ ｕ
系 形 状 記 憶 合 金 が 適 し て い る 。 こ れ ら は い ず れ も 形 態 順 応 性 が 良 好 な 素 材 で あ る 。 ま た 、
基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 材 料 と し て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 ま た は ピ ア ノ 線 が 適 し て い る 。 こ れ
ら は い ず れ も ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ た 素 材 で あ る 。 ま た 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 材 料 と し
て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 Ｔ ｉ ま た は Ｔ ｉ 系 合 金 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 系 合 金 、
マ グ ネ シ ウ ム ま た は マ グ ネ シ ウ ム 系 合 金 、 Ｎ ｉ － Ｔ ｉ 合 金 、 Ｃ ｕ 系 合 金 も し く は Ｎ ｉ 系 合
金 が 適 し て い る 。 こ れ ら は い ず れ も ロ ウ 材 と の 接 着 性 が 良 好 で か つ 適 宜 な 弾 性 お よ び 引 張
り 強 度 を 備 え た 素 材 で あ る 。 そ し て 、 ロ ウ 材 ３ の 付 着 性 を 向 上 さ せ る た め 、 先 端 側 ワ イ ヤ
部 材 １ １ の 傾 斜 面 と さ れ た 接 続 端 面 １ １ ｂ に は 、 Ｎ ｉ メ ッ キ を 施 し て お く こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ は 、 後 述 の よ う に 、 １ ～ ５ ｍ ｍ が 適 当 で 、 こ の 長 さ で 必 要
な 強 度 （ 引 張 り 強 度 ） 並 び に 曲 げ 性 を 確 保 で き る 。 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ が １ ｍ ｍ
よ り 短 い と 強 度 （ 引 張 り 強 度 ） が 不 足 し 、 ま た 、 ５ ｍ ｍ よ り 長 い と 曲 げ 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 隙 間 １ ４ お よ び 第 ２ の 隙 間 １ ６ の 大 き さ （ 隙 間 寸 法 ） は 、 ３ ～ １ ０ μ ｍ が 適 当 で
あ る 。 ３ ～ １ ０ μ ｍ の 場 合 、 隙 間 に 毛 細 菅 現 象 で ロ ウ 材 が 浸 入 し や す く 、 そ の 結 果 、 強 度
お よ び 真 直 性 が 良 好 な ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る こ と が で き る 。 第 １ の 隙 間 １ ４ お よ び 第 ２ の 隙
間 １ ６ の 寸 法 が ３ μ ｍ よ り 小 さ い と 、 ロ ウ 材 １ ３ が 充 填 さ れ に く く 、 強 度 が 低 く な る 。 ま
た 、 １ ０ μ ｍ よ り 大 き い と 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ や 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ が パ イ プ 状 接
続 部 材 １ ５ か ら 抜 け 易 く な っ て 強 度 上 問 題 が 生 じ 、 か つ 接 続 部 の 精 度 が 悪 く な る な ど の 問
題 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 各 接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 傾 斜
角 α ， β は 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 接 続 端 面 １ １ ｂ の 軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 α に 対 し 、 基
端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 接 続 端 面 １ ２ ｂ の 軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 β が 若 干 大 き く 、 そ の 結 果 、
第 １ の 隙 間 １ ４ が 略 楔 形 と な る よ う 設 定 す る の が よ い 。 そ う す る こ と で 、 ロ ウ 材 が 浸 入 し
や す く な る 。 こ の 場 合 、 第 １ の 隙 間 １ ４ の 大 き さ は 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ お よ び 基 端 側
ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ へ の 押 し 込 み 力 を 調 節 す る こ と に よ り 任 意 に 設 定
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 各 接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ
の 傾 斜 角 α ， β は 略 同 じ 角 度 で あ っ て も よ く 、 そ の 場 合 、 第 １ の 隙 間 １ ４ は 、 先 端 側 ワ イ
ヤ 部 材 １ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ へ の 押 し 込 み 力 を 調 節 す
る こ と に よ り 、 あ る い は 傾 斜 面 と し た 接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 一 方 あ る い は 双 方 に 凹 凸
加 工 を 施 す こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の 一 例 を 示 す と 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ は 、 Ｎ ｉ
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－ Ｔ ｉ 合 金 を 素 材 と し 、 基 端 部 １ １ ａ の 直 径 を ０ ． ２ ６ ｍ ｍ と し て 、 接 合 端 面 １ １ ｂ に は
Ｎ ｉ メ ッ キ を 施 し 、 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ は 、 Ｓ Ｕ Ｓ 系 合 金 を 素 材 と し 、 先 端 部 １ ２ ａ の
直 径 を ０ ． ２ ６ ｍ ｍ と し 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ は 、 Ｓ Ｕ Ｓ 系 合 金 を 素 材 と し 、 直 径 （ 外
径 ） を ０ ． ３ ４ ｍ ｍ 、 厚 さ を ０ ． ０ ３ ｍ ｍ と す る 。 ま た 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 接 続 端
面 １ １ ｂ の 軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 は ２ ２ ° と し 、 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 接 続 端 面 １ ２ ｂ の
軸 線 に 対 す る 傾 斜 角 は ２ ５ ° と す る 。 そ し て 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ は ２ ｍ ｍ と す
る 。 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ の
各 外 周 面 と パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ と の 間 の 隙 間 （ 第 ２ の 隙 間 ６ ） の 大 き さ は 、 ０ ． ０ １ ｍ
ｍ で あ る 。 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ と の 各 接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ
の 間 の 隙 間 （ 第 １ の 隙 間 ４ ） も 平 均 で ほ ぼ こ れ と 同 じ 大 き さ に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 例 を ベ ー ス 試 験 品 と し 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 材 料 お よ び 寸 法 お よ び 基 端 側 ワ イ
ヤ 部 材 １ ２ の 材 料 お よ び 寸 法 と 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 直 径 （ 外 径 ） お よ び 厚 さ は 上 記
の と お り で 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ だ け を 変 え た 試 験 品 を 複 数 種 類 用 意 し 、 ガ イ ド
ワ イ ヤ の 引 張 り 強 度 お よ び 曲 げ 性 を 計 測 す る テ ス ト を 行 っ た と こ ろ 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １
５ の 長 さ が １ ｍ ｍ よ り 短 い と 強 度 （ 引 張 り 強 度 ） が 不 足 し （ ガ イ ド ワ イ ヤ と し て は 最 低 ３
ｋ ｇ ｆ の 強 度 が 要 求 さ れ る ） 、 ま た 、 １ ５ ｍ ｍ よ り 長 い と 曲 げ 性 が 悪 化 す る こ と が 判 明 し
た 。 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ が ４ ｍ ｍ の も の で は 、 強 度 が １ ０ ． ０ ｋ ｇ ｆ ～ １ １ ． ５
ｋ ｇ ｆ で あ り 、 ２ ｍ ｍ 前 後 の も の で は 、 強 度 が ５ ． ５ ｋ ｇ ｆ ～ ９ ． ０ ｋ ｇ ｆ と 十 分 で あ り
、 か つ 曲 げ 性 も よ い 。 そ の 結 果 、 パ イ プ 状 接 合 部 材 １ ５ の 長 さ は 、 １ ～ ５ ｍ ｍ が 適 当 で あ
る と の 結 論 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ を 製 作 す る に は 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ と 基 端 側
ワ イ ヤ 部 材 １ ２ と を そ れ ぞ れ 所 定 材 料 で 所 定 寸 法 に 形 成 し 、 例 え ば 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ
う に 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ と を 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 接 続
端 面 １ １ ｂ が 下 に な り 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 接 続 端 面 １ ２ ｂ が 上 に な っ て 両 接 続 端 面 １
１ ｂ ， １ ２ ｂ が 対 向 す る 配 置 で 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 両 側 に 配 設 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ に 押 し 込 ん で 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ お
よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ の 各 外 周 面 と パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ と の 間 の 隙
間 （ 第 ２ の 隙 間 １ ６ ） が 全 周 に わ た り 均 一 と な り 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ
部 材 １ ２ の 各 接 続 端 面 １ １ ｂ ， １ ２ ｂ の 間 の 隙 間 （ 第 １ の 隙 間 １ ４ ） が 所 定 の 大 き さ と な
る 位 置 に 保 持 し 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 両 端 縁 部 に ロ ウ 材 １
３ を 置 い た 状 態 で 高 周 波 加 熱 装 置 に よ り パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ を 加 熱 す る 。 符 号 １ ７ は 高
周 波 加 熱 用 の コ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 加 熱 に よ り 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 両 端 縁 部 に 置 か れ た ロ ウ 材 １ ３ が 溶 融 し て 、
ま ず 第 ２ の 隙 間 １ ６ に 流 入 し 、 さ ら に 第 １ の 隙 間 １ ４ に 流 入 し 、 第 １ の 隙 間 １ ４ お よ び 第
２ の 隙 間 １ ６ に ロ ウ 材 １ ３ が 充 填 さ れ て 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ の 基 端 部 １ １ ａ と 基 端 側
ワ イ ヤ 部 材 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ と が 接 合 さ れ る 。 そ の 際 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ は
十 分 短 い た め 、 ロ ウ 材 １ ３ は 溶 融 し た 瞬 間 に 第 １ の 隙 間 １ ４ を 経 て 第 ２ の 隙 間 １ ６ へ 達 し
、 第 １ の 隙 間 １ ４ お よ び 第 ２ の 隙 間 １ ６ へ の ロ ウ 材 １ ３ の 充 填 が 瞬 時 に 且 つ 十 分 に 行 わ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 加 熱 温 度 は 、 ロ ウ 材 １ ３ の 溶 融 温 度 に 応 じ て 設 定 す る も の で 、 一 般 的 に は 例 え ば ５ ５ ０
° Ｃ ～ ９ ０ ０ ° Ｃ で あ る が 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ お よ び パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 両 側 の
先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ が 受 け る 加 熱 の 影 響 を 考 慮 す る と 、 ５
７ ５ ° Ｃ ～ ７ ０ ０ ° Ｃ が 適 当 で あ る 。 加 熱 温 度 を こ の よ う に 設 定 し 、 高 周 波 加 熱 装 置 に よ
り パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ を 加 熱 し て 、 接 合 部 の み が ピ ン ポ イ ン ト で 加 熱 さ れ 、 集 中 し た 加
熱 と な る よ う に す る こ と で 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 両 側 の 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ お よ び
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基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ へ の 加 熱 の 影 響 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に し て 製 作 し た ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ で 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 の ベ ー ス 試 験 品 と 同 じ
材 料 お よ び 寸 法 の も の （ パ イ プ 状 接 続 部 材 １ ５ の 長 さ が ２ ｍ ｍ の も の ） に つ い て 、 引 張 り
強 度 の テ ス ト を 行 っ た と こ ろ 、 約 １ ０ ｋ ｇ ｆ の 引 張 り 強 度 が 得 ら れ た 。 ち な み に 、 図 ５ に
示 す 構 造 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ で 、 第 １ ワ イ ヤ ２ （ 第 １ 実 施 形 態 の 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ １ に 相
当 ） 、 第 ２ ワ イ ヤ ３ （ 第 １ 実 施 形 態 の 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 １ ２ に 相 当 ） お よ び 筒 状 部 材 ８ （
第 １ 実 施 形 態 の パ イ プ 状 接 合 部 材 １ ５ に 相 当 ） を 、 そ れ ぞ れ 第 １ 実 施 形 態 の 上 記 ベ ー ス 試
験 品 と 同 じ 材 料 お よ び 寸 法 と し 、 か つ 固 定 材 料 充 填 用 の 隙 間 を 上 記 ベ ー ス 試 験 品 の 第 ２ の
隙 間 １ ６ と 同 じ 大 き さ に 設 定 し 、 固 定 材 料 し て ロ ウ 材 を 使 用 し 、 ロ ウ 材 を 加 熱 し て 上 記 隙
間 に 充 填 し て 製 作 し た も の （ 比 較 例 ） に つ い て 、 引 張 り 強 度 の テ ス ト を 行 っ た と こ ろ 、 こ
の 比 較 例 の 引 張 り 強 度 は 、 約 ５ ｋ ｇ ｆ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 操 作 性 に つ い て の テ ス ト を 行 な っ た と こ ろ 、 第 １ 実 施 形 態 の 上 記 ベ ー ス 試 験 品 は
、 上 記 比 較 例 よ り も 操 作 性 に お い て 優 れ て い る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 の 上 記 ベ ー ス 試 験 品 は 、 操 作 性 等 の 性 能 が ほ ぼ 均 一 で 、 製 品 に よ る
バ ラ ツ キ が ほ と ん ど 無 い の に 対 し て 、 上 記 比 較 例 は 、 製 品 に よ り 性 能 上 の バ ラ ツ キ が あ り
、 製 品 の 信 頼 性 が 乏 し い こ と も 判 明 し た 。 比 較 例 に お け る こ の バ ラ ツ キ は 、 第 １ ワ イ ヤ ２
の 細 径 部 ４ に 形 成 さ れ た 第 １ 切 り 欠 部 ５ と 第 ２ ワ イ ヤ ３ の 細 径 部 ６ に 形 成 さ れ た 第 ２ 切 り
欠 部 ７ と が 互 い に 重 な り 合 っ た 部 分 の 重 合 面 間 に は ロ ウ 材 が 存 在 せ ず 、 重 な り 合 っ た 部 分
の 外 周 面 と 筒 状 部 材 ８ の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 に の み ロ ウ 材 が 充 填 さ れ る こ と に 起 因 す る と
推 測 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 図 ４ に 示 す 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド
ワ イ ヤ の 図 ２ に 相 当 す る 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ に お い て 、 符 号 ２ ０ は こ の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ガ イ ド ワ イ ヤ を 示 し て い る 。 こ の ガ
イ ド ワ イ ヤ ２ ０ は 、 形 態 順 応 性 の 良 好 な 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ と
、 先 端 部 ２ ２ ａ が 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ の 基 端 部 ２ １ ａ と ほ ぼ 同 径 で ト ル ク 伝 達 性 に 優 れ
た 金 属 線 材 か ら 形 成 さ れ た 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ と を 有 し 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ と 基 端
側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ と が 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ の 基 端 部 ２ １ ａ の 端 面 を 接 続 端 面 ２ １ ｂ と
し 、 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 端 面 を 接 続 端 面 ２ ２ ｂ と し て 、 接 続 端 面 ２ １
ｂ 、 ２ ２ ｂ 同 士 対 向 す る 配 置 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ０ で は 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ
部 材 ２ ２ の 接 合 端 面 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ が 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２
２ の 軸 線 に 対 し て 略 垂 直 な 形 状 、 す な わ ち 垂 直 面 と さ れ て い る 。 そ し て 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部
材 ２ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ は 、 軸 線 に 対 し て 略 垂 直 な 形 状 の 接 続 端 面 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ
の 間 に ロ ウ 材 ３ が 浸 入 可 能 な 第 １ の 隙 間 ２ ４ を あ け て 対 向 配 置 さ れ 、 こ の 第 １ の 隙 間 ２ ４
を 覆 い 、 且 つ 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ の 基 端 部 ２ １ ａ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の 先 端 部
２ ２ ａ の 各 外 周 面 を 覆 う パ イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ が 、 同 各 外 周 面 と の 間 に ロ ウ 材 ２ ３ が 浸 入
可 能 な 第 ２ の 隙 間 ２ ６ を あ け て 配 設 さ れ て 、 こ れ ら 第 １ の 隙 間 ２ ４ と 第 ２ の 隙 間 ２ ６ に ロ
ウ 材 ２ ３ が 充 填 さ れ て 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ の 基 端 部 ２ １ ａ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の 先
端 部 ２ ２ ａ と が 接 合 さ れ て い る 。 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ 、 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ お よ び パ
イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ の 材 料 、 寸 法 な ら び に 両 隙 間 ２ ４ ， ２ ６ の 大 き さ は 、 第 １ 実 施 形 態 の
ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ０ の よ う に 、 接 続 端 面 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ が 先 端 側 ワ イ
ヤ 部 材 ２ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の 軸 線 に 対 し て 垂 直 な 形 状 の 場 合 、 第 １ の 隙 間 ２
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４ は 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ １ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の パ イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ へ の 押
し 込 み 力 を 調 節 す る こ と に よ り 、 あ る い は 各 接 続 端 面 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ に 凹 凸 加 工 を 施 す こ
と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 製 作 方 法 は 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 概 ね 同 じ で 、 先 端 側 ワ
イ ヤ 部 材 ２ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ と を 両 接 続 端 面 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ が 対 向 す る 配 置 で 、
パ イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ の 両 側 に 配 設 し 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ に 押 し 込 ん で 、 先 端 側 ワ イ
ヤ 部 材 ２ １ の 基 端 部 ２ １ ａ お よ び 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 各 外 周 面 と パ イ
プ 状 接 続 部 材 ２ ５ と の 間 の 隙 間 （ 第 ２ の 隙 間 ２ ６ ） が 全 周 に わ た り 均 一 と な り 、 先 端 側 ワ
イ ヤ 部 材 ２ １ と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 ２ ２ の 各 接 続 端 面 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ の 間 の 隙 間 （ 第 １ の 隙
間 ２ ４ ） が 所 定 の 大 き さ と な る 位 置 に 保 持 し 、 パ イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ の 両 端 縁 部 に ロ ウ 材
２ ３ を 置 い た 状 態 で 高 周 波 加 熱 装 置 に よ り パ イ プ 状 接 続 部 材 ２ ５ を 加 熱 す る 。 加 熱 温 度 は
第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 上 記 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ と 上 記 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ
ヤ ２ ０ と の 性 能 を 比 較 す る テ ス ト を 行 っ た 結 果 、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の 方 が
第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ０ よ り も 、 剛 性 の 点 で 優 れ て い る こ と が 判 明 し た 。 こ れ は
、 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ の 方 が 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ０ よ り も 、 接 続
端 面 同 士 の 接 合 面 積 が 大 き い こ と に よ る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 、 第 １ 実 施 形 態 と 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 基 端 側 ワ イ ヤ 部
材 と の 接 続 端 面 の 形 状 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 お よ び 第 ２ 実 施 形 態 に 示 す ２ 種 類 の 形 状
以 外 に 、 例 え ば 図 ５ の 形 状 な ど 、 様 々 な 形 状 を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 い ず れ の 形 状
の 場 合 で も 、 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 と が 、 各 接 続 端 面 間 に ロ ウ 材 が 浸 入 可
能 な 隙 間 を あ け て 対 向 配 置 さ れ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 お よ び 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ と
同 様 の 性 能 を 備 え た ガ イ ド ワ イ ヤ を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 第 １ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 製 作 に お け る 接 続 工 程 の 一 例 を 示 す 模 式 図 （
ａ ） ， （ ｂ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 図 ２ に 相 当 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の ガ イ ド ワ イ ヤ の 接 続 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ ０ 、 ２ ０ 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
　 １ １ 、 ２ １ 　 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材
　 １ １ ａ 、 ２ １ ａ 　 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 基 端 部
　 １ １ ｂ 、 ２ １ ｂ 　 先 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 接 続 端 面
　 １ ２ 、 ２ ２ 　 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材
　 １ ２ ａ 、 ２ ２ ａ 　 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 先 端 部
　 １ ２ ｂ 、 ２ ２ ｂ 　 基 端 側 ワ イ ヤ 部 材 の 接 続 端 面
　 １ ３ 、 ２ ３ 　 ロ ウ 材
　 １ ４ 、 ２ ４ 　 第 １ の 隙 間
　 １ ５ 、 ２ ５ 　 パ イ プ 状 接 続 部 材
　 １ ６ 、 ２ ６ 　 第 ２ の 隙 間
　 １ ７ 　 高 周 波 加 熱 用 の コ イ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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